
平
成
九
年
一
月
二
十
八
日
受
領 

答

弁

第

四

号 

     

衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
三
九
第
四
号 

平
成
九
年
一
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

橋 

本 
 

太 

郎 

 

一 

 



 

一
の
3
に
つ
い
て 

一
の
2
に
つ
い
て 

一
の
1
に
つ
い
て 

ダ
ム
等
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
意
見
を
的
確
に
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
事
業
の
目
的
、
内
容
等
を
審
議

す
る
審
議
委
員
会
を
設
置
し
、
ダ
ム
等
事
業
に
係
る
事
業
評
価
方
策
を
試
行
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

平
成
七
年
度
に
審
議
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
十
一
事
業
は
、
審
議
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
事
業
評
価
方
策
が
試

行
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
七
年
度
ま
で
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
ダ
ム
、
堰
若
し
く
は
湖
沼
水
位
調
節

施
設
の
新
築
若
し
く
は
改
築
又
は
遊
水
池
総
合
開
発
事
業
で
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
等
の
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
が
未
作
成
の
事
業
又
は
事
業
計 

 

ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
（
以
下
「
審
議
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
「
ダ
ム
等
事
業
に
係
る
事
業
評
価
方
策
の
試
行
に 

 
 

つ
い
て
」
（
平
成
七
年
七
月
十
四
日
建
設
省
河
開
発
第
九
十
八
号
建
設
省
河
川
局
長
通
達
。
以
下
「
河
川
局
長
通
達
」
と
い 

 

う
。
）
に
基
づ
き
地
方
建
設
局
長
等
が
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。 

衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
5
に
つ
い
て 

一
の
4
に
つ
い
て 

二
の
1
に
つ
い
て 

画
の
作
成
後
長
期
間
が
経
過
し
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
事
業
評
価
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
事
業
の
中
か
ら
、
当
面
地

方
建
設
局
等
ご
と
に
原
則
と
し
て
一
事
業
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

審
議
委
員
会
の
審
議
の
対
象
と
さ
れ
た
ダ
ム
等
事
業
の
そ
の
後
の
進
め
方
に
関
す
る
判
断
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
当
該
審

議
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
開
催
時
に
お
け
る
委
員
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
り
、
同
委
員
会
の
構
成
を
苫

田
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
係
す
る
地
域
の
意
見
が
的
確
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
長
が
、

当
該
地
域
の
存
す
る
岡
山
県
を
代
表
す
る
同
県
知
事
及
び
そ
の
推
薦
す
る
者
に
同
委
員
会
の
委
員
を
委
嘱
し
た
も
の
で
あ 

る
。 地

方
建
設
局
長
等
は
、
ダ
ム
等
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
意
見
を
的
確
に
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
目
的
、

内
容
等
に
つ
い
て
審
議
委
員
会
に
諮
る
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

二
の
5
に
つ
い
て 

二
の
4
に
つ
い
て 

二
の
3
に
つ
い
て 

二
の
2
に
つ
い
て 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
委
員
の
現
地
視
察
は
、
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
の
案
内
に
よ
り
、
吉
井
川
下
流
区

間
、
苫
田
ダ
ム
建
設
予
定
地
等
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
当
該
現
地
視
察
年
月
日
並
び
に
当
該
現
地
視
察
を
行
っ
た
委
員
及
び

こ
れ
に
同
行
し
た
者
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
現
地
視
察
に
際
し
て
は
、
平
成
三
年
及
び
平
成
六
年

か
ら
平
成
八
年
ま
で
に
同
局
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
又
は
苫
田
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
作
成
し
た
資
料
を
配
布
し
た
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
開
催
日
並
び
に
各
回
の
出
席
委
員
及
び
委
員
以
外
の
出
席
者
は
、
別
表
第
二
の
と
お

り
で
あ
る
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
議
事
録
、
議
事
要
旨
及
び
配
布
資
料
は
、
同
委
員
会
の
事
務
局
で
あ
る
建
設
省
中
国

地
方
建
設
局
河
川
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
は
、
第
一
回
、
第
二
回
及
び
第
三
回
委
員
会
以
外
に
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。 

五 

 



 

二
の
9
に
つ
い
て 

二
の
8
に
つ
い
て 

二
の
7
に
つ
い
て 

二
の
6
に
つ
い
て 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
お
け
る
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
平

成
七
年
及
び
平
成
八
年
に
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
又
は
同
局
苫
田
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
作
成
し
た
資
料
、
同
委
員
会
の
要

請
に
よ
り
平
成
八
年
に
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
が
作
成
し
た
同
事
業
の
計
画
の
科
学
技
術
的
評
価
に
関
す
る
資
料
、「
ス
ト

ッ
プ
・
ザ
・
苫
田
ダ
ム
の
会
」
が
平
成
七
年
及
び
平
成
八
年
に
作
成
し
た
資
料
等
が
用
い
ら
れ
た
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
は
、
各
委
員
会
終
了
後
に
そ
の
議
事
要
旨
を
、
第
三
回
委
員
会
終
了
後
に
「
苫
田
ダ
ム

建
設
事
業
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
て
い
る
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
お
い
て
は
、
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
河
川
部
長
等
が
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
の
内
容

等
に
つ
い
て
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
長
が
苫
田
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
科
学
技
術
的
評
価
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し

た
。
い
ず
れ
も
同
事
業
の
目
的
、
内
容
等
を
審
議
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 六 

 



 

三
の
2
に
つ
い
て 

三
の
1
に
つ
い
て 

平
成
八
年
三
月
に
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
が
作
成
し
た
「
苫
田
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
科
学
技
術
的
評
価
」
に
お
い
て 

 

は
、
「
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
（
一
九
九
四
年
創
設
）
で
は
、
（
中
略
）
主
と
し
て
科
学
技
術
的
な
立
場
か
ら
検
討
し
、 

 
 

 

各
機
関
な
ら
び
に
各
団
体
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
計
画
書
、
意
見
書
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
見
解
を
こ
こ
に
ま
と
め
る 

「
第
二
回
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
議
事
要
旨
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
八
年
五
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
か
ら
、
「
次
回
は
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
に
苫
田
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
第
三
者
の
立
場
で
資 

 

料
を
と
り
ま
と
め
説
明
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
」
旨
の
発
言
が
あ
り
、
出
席
し
た
各
委
員
が
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
。
ま

た
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
が
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
見
解
を
示
し
た
「
苫
田
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
科
学

技
術
的
評
価
」
の
作
成
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
建
設
省
及
び
同
委
員
会
か
ら
の
支
出
は
な
い
。 

第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
判
断
に
よ
り
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
審
議
が
非
公
開
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
第
三
回
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
判
断
に
よ
り
「
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
の
答
申
」
の
作
成
が

委
員
の
み
で
行
わ
れ
た
。 

七 

 



 

四
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

四
の
1
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
の
3
に
つ
い
て 

こ
と
と
し
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
運
営
は
、
同
委
員
会
自
ら
の
判
断
で
行
わ
れ
て
お
り
、
河
川
局
長
通
達
別
紙
「
ダ
ム

等
事
業
審
議
委
員
会
設
置
・
運
営
要
領
」
中
「
7 

地
域
住
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
等
」
に
基
づ
く
同
委
員
会
に
よ
る
意
見

聴
取
に
つ
い
て
は
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
以
外
の
者
か
ら
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

財
団
法
人
吉
井
川
水
源
地
域
対
策
基
金
か
ら
は
、
苫
田
ダ
ム
の
建
設
に
伴
う
水
没
世
帯
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
交
付
さ
れ
た

苫
田
ダ
ム
の
建
設
に
係
る
協
力
感
謝
金
の
額
に
つ
い
て
、
苫
田
ダ
ム
建
設
に
伴
う
実
態
調
査
に
対
す
る
各
世
帯
の
同
意
書
の

提
出
時
期
に
よ
る
差
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
財
団
法
人
吉
井
川
水
源
地
域
対
策
基
金
か
ら
生
活
再
建
対
策
費
及
び
協
力
感
謝
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

八 

 



 

六
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

六
の
1
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
に
お
け
る
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
係
る
工
事
費
の
合
計
及
び
工
事
諸
費
の
合
計

は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
九
百
三
十
三
億
円
及
び
約
五
十
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
金
額
は
、
共
に
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら

平
成
六
年
度
ま
で
に
お
け
る
決
算
額
と
平
成
七
年
度
に
お
け
る
決
算
作
業
中
の
金
額
と
の
合
計
で
あ
る
。 

地
方
建
設
局
長
等
は
、
事
業
計
画
の
作
成
、
本
体
着
工
等
の
ダ
ム
等
事
業
の
各
段
階
の
う
ち
、
審
議
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
時
点
に
お
け
る
も
の
に
係
る
作
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
事
業
の
そ
の
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
建
設
省
に
お
い
て
、
当
該
事
業
が
新
た
な
段
階
に
入
る
前
に
当
該
審
議
委
員
会
の
意
見
を
聴
取
し
て
判
断
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

「
苫
田
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
の
一
部
を
変
更
し
た
件
」
（
平
成
二
年
八
月
二
十
九
日
建
設
省
告
示
第
千
五
百 

九
号
）
に
よ
る
変
更
後
の
苫
田
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
に
お
け
る
「
建
設
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
」
約
千
三
百

五
十
億
円
に
対
す
る
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
に
お
け
る
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
費
の
合
計
金
額
約
九
百
八
十

三
億
円
の
割
合
は
、
約
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
同
告
示
に
よ
る
変
更
前
の
苫
田
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本 

九 

 



 

七
の
2
に
つ
い
て 

七
の
1
に
つ
い
て 

苫
田
ダ
ム
に
係
る
ダ
ム
使
用
権
（
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ダ
ム
使
用
権
を
い
う
。
以
下
同 

 

じ
。
）
の
設
定
予
定
者
が
同
ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
る
流
水
を
利
用
し
て
営
も
う
と
す
る
事
業
と
し
て
は
、
岡
山
県
内
に
お
い
て 

水
道
の
広
域
的
な
整
備
を
図
る
岡
山
県
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
が
あ
る
。
同
事
業
は
、
国
庫
補
助
金
、
企
業
債
、
関
連
構

成
団
体
か
ら
の
出
資
金
等
を
財
源
と
し
、
そ
の
現
時
点
に
お
け
る
事
業
費
の
う
ち
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
係
る
も
の
の
総
額

は
約
八
百
六
十
三
億
円
で
あ
っ
て
、
企
業
債
の
償
還
に
つ
い
て
は
供
給
料
金
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

計
画
に
お
け
る
「
建
設
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
」
は
、
約
八
百
八
十
億
円
で
あ
る
。 

ま
た
、
同
じ
く
同
ダ
ム
に
係
る
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
で
あ
る
麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
及
び
テ
イ
カ
株
式
会
社
は
、
工
業

用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
自
家
用
工
業
用
水
道
と
し
て
同
ダ
ム
に
貯

留
さ
れ
る
流
水
を
利
用
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

苫
田
ダ
ム
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。
ま
た
、
同
ダ
ム
に
係
る
ダ
ム
使
用
権
の
設

定
予
定
者
が
同
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
連
し
て
整
備
す
る
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 

一
〇 

 



 

八
に
つ
い
て 

     

苫
田
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
効
果
が
も
た
ら
す
年
間
当
た
り
の
便
益
に
つ
い
て
は
、
吉
井
川
水
系
に
苫
田
ダ
ム
が
な
い
も

の
と
し
た
場
合
及
び
同
ダ
ム
が
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
洪
水
流
量
規
模
ご
と
の
洪
水
流
量
の
年
平

均
超
過
確
率
及
び
当
該
洪
水
流
量
が
生
起
し
た
も
の
と
し
た
と
き
に
想
定
さ
れ
る
洪
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
額
か
ら
年
間
当
た

り
に
想
定
さ
れ
る
洪
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
額
の
確
率
論
上
の
期
待
値
を
求
め
、
前
者
の
場
合
に
係
る
算
出
値
か
ら
後
者
の
場

合
に
係
る
算
出
値
を
減
じ
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。 

苫
田
ダ
ム
に
係
る
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
連
し
て
整
備
す
る
施
設
が
も
た
ら
す
便
益
に

つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 

一
一 

 



 

別
表
第
一 

         

（
注
）
一 

（ 

）
内
は
い
ず
れ
も
審
議
委
員
会
開
催
期
間
当
時
の
職
名
で
あ
る
。 

二 

高
橋
幸
定
委
員
は
第
一
回
委
員
会
の
委
員
で
あ
り
、
肥
田
璋
三
郎
委
員
は
第
二
回
及
び
第
三
回
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
。 

一
二 

 



 

別
表
第
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一
三 

 



 

             

一
四 

 



 

             

一
五 

 



 

別
表
第
三 

         

一
六 

 


